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一般に、進化の初期段階にある活動銀河核（AGN）は銀河中心領域に存在する濃いガス・ダスト雲に深く埋もれてお
り、可視光による観測は困難である。その一方で、進化初期段階のAGNは活動度が高いため、高エネルギーフォトンに
よる輻射加熱や、アウトフローによる衝撃波加熱などの影響を受けて、銀河核近傍の物質が物理・化学的に変成を受け
ることが期待される。そのような影響を受けた物質の特性を理解するには、透過力の高い近中間赤外線帯のスペクトル
観測が有用な手段となる。その理解は、現在の隠されたAGN活動や過去の活動史に関する知見を得ることにもつなが
る。

我々は、Spitzer/IRSの波長5-36 μmおよびJWST/MIRIの波長5-27 μmのスペクトルデータを用いて、近傍の深く埋もれた
AGNにおけるシリケートダストの鉱物学的特性を系統的に調べた。ターゲット選定の基準として、(1) 波長10 μmおよび
17 μmのシリケート吸収バンドの光学的厚さがそれぞれ1.5以上、0.2以上（ダストに深く埋もれている）、(2) 波長6.2
μm PAH放射バンドの等価幅が270 nm以下（星形成が不活発である）を採用し、計98天体のSpitzer/IRSサンプルを解析
した。加えて、この中からデータ公開済みの7天体のJWST/MIRIサンプルを解析した。スペクトルのフィッティングに
は、輻射輸送計算に基づく半物理モデルを用い、ダスト光学定数として、アモルファスかんらん石、輝石、結晶質かん
らん石の実験室データをモデル計算に組み込んだ。フィッティング結果の一例を添付図に示す。

本研究の結果、AGNの核周シリケートダストの鉱物学的特性は、天の川銀河の星間ダストに比べて有意に異なることを
確認した。具体的には、輝石の存在比が系統的に低く、結晶度はほぼすべての天体で高い値を示した。また、中心核か
らの距離や方向に応じて、輝石比や結晶度が空間的に変化することが分かった。つまり、AGNの活動によって確かにダ
ストは変成を受けていることの証拠を得た。これまでに得られた成果をもとに、深く埋もれたAGNにおけるダスト変成
に関する包括的な描像を提案する。

日本天文学会2026年秋季年会S04a


